
大
本
(
お
は
も
と
)

植

田

観

樹

(
現
代
宗
教
研
究
所
研
究
員
)

宗
教
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
昨
今
、
人
は
既
成
教
団
よ
り
も
、
新
宗
教
に
対
し
て
よ
り
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
よ
う
に
み
う

け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
新
し
い
教
団
の
信
者
増
加
の
数
は
か
な
り
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
新
宗
教
に
何
か
大
き
な
魅
力
が
あ
る
も
の
と

考
え
ら
′
れ
る
が
、
い
ま
新
宗
教
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
、
私
ど
も
に
と
っ
て
意
義
深
い
も
の
と
思
う
。
そ
こ
で
、
ま
ず
新
宗
教
の
中
で
も

比
較
的
は
や
く
成
立
し
、
不
敬
罪
や
治
安
維
持
法
違
反
に
問
わ
れ
て
、
前
後
二
度
に
わ
た
っ
て
弾
圧
(
大
本
事
件
)
を
受
け
た
。
大
本
」
に

つ
い
て
調
査
を
こ
こ
ろ
み
た
。
な
お
、
大
本
教
と
通
称
し
て
い
る
が
、
法
人
名
は
「
大
本
」
で
あ
り
(
本
部
の
門
札
は
「
お
は
も
と
」
)
、
こ
こ

で
も
大
本
と
す
る
。

現
宗
研
で
は
、
昭
和
六
二
年
三
月
三
一
日
、
京
都
府
亀
岡
市
に
あ
る
大
本
の
本
部
(
天
恩
郷
)
に
お
い
て
、
取
材
の
機
会
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。

調
査
に
当
た
っ
た
ス
タ
ッ
フ
一
同
は
、
最
初
ご
案
内
下
さ
っ
た
教
務
局
編
集
部
の
提
氏
か
ら
、
こ
の
教
団
に
関
し
て
私
た
ち
の
質
問
に

答
え
て
い
た
だ
き
、
続
い
て
昭
和
五
八
年
二
月
五
日
に
亀
岡
本
部
万
祥
殿
(
礼
拝
殿
)
で
行
な
わ
れ
た
、
世
界
の
諸
宗
教
に
よ
る
合
同
礼

拝
の
様
子
を
V
T
R
で
観
た
。
そ
の
の
ち
、
修
行
の
講
師
の
豊
田
秀
満
氏
に
お
会
い
し
、
大
本
の
世
界
観
、
芸
術
観
な
ど
を
聴
き
、
開
祖

出
口
な
お
の
「
お
筆
先
」
(
神
が
か
り
の
状
態
に
入
っ
て
の
、
い
わ
ゆ
る
自
動
書
記
現
象
)
の
真
筆
、
聖
師
出
口
王
仁
三
郎
自
作
の
楽
焼
な
ど
を
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見
学
、
さ
ら
に
万
祥
殿
等
を
持
説
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

大
本
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
分
野
で
こ
れ
ま
で
す
で
に
研
究
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
も
言
及
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、

そ
の
す
べ
て
に
触
れ
る
こ
と
は
膨
大
な
紙
数
を
必
要
と
す
る
も
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
は
参
考
文
献
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
と
し
て
、
い

ま
は
大
本
の
現
状
を
記
し
て
中
間
報
告
と
し
、
問
題
の
所
在
を
探
る
に
と
ど
め
た
い
。

※
調

査

日

時

※
場

所

※
調
査
ス
タ
ッ
フ

一
、
沿

昭
和
六
二
年
三
月
三
一
日

京
都
府
亀
岡
市
天
恩
郷
(
荒
塚
町
内
丸
一
)
宗
教
法
人
「
大
本
」
本
部
に
て

赤
堀
正
明
主
任
、
高
橋
謙
祐
所
員
、
古
河
良
曙
・
片
野
博
義
・
植
田
観
樹
各
研
究
員

草

大
本
に
は
、
教
祖
が
二
人
い
る
。
開
祖
出
口
な
お

(
天
保
七
年
(
一
八
三
六
)
一
二
月
一
六
日
̃
大
正
七
年
へ
一
九
一
八
)

二
月
六
日
)

と
、
聖
師
出
口
王
仁
三
郎
一
明
治
四
年
へ
一
八
七
一
)
八
月
二
二
日
̃
昭
和
二
三
年
へ
一
九
四
八
)
一
月
一
九
日
)

と
で
あ
る
。

な
お
は
、
京
都
府
福
知
山
市
に
生
ま
れ
、
綾
部
に
嫁
い
だ
。
八
人
の
子
供
を
抱
え
未
亡
人
と
な
り
、
極
度
の
貧
困
と
家
庭
的
不
幸
と
の

戦
い
の
中
、
明
治
二
五
年
(
一
八
九
二
)
の
節
分
の
夜
、
突
然
神
が
か
り
に
な
り
、
大
声
で
神
の
声
を
発
し
た
。
大
声
で
叫
ば
ぬ
よ
う
に
願

う
と
、
筆
を
持
て
と
の
命
令
が
あ
っ
た
。
読
み
書
き
の
で
き
ぬ
な
お
が
筆
を
持
つ
と
、
自
然
に
手
が
動
い
て
字
が
書
け
た
と
言
う
。
こ
れ

が
「
お
筆
先
」
で
あ
る
。
以
後
没
す
る
ま
で
の
二
七
年
間
に
、
半
紙
十
万
枚
に
達
す
る
お
筆
先
が
書
か
れ
た
と
い
う
。
最
初
の
教
え
と
さ

れ
る
「
初
発
の
お
筆
先
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
、
神
の
力
に
よ
る
世
の
立
替
え
立
直
し
を
宣
言
し
て
い
る
。
「
…
‥
神
が
表
に
現
れ
て
、
三

千
世
界
の
立
替
え
立
直
し
を
致
す
ぞ
よ
。
…
‥
三
千
世
界
の
大
洗
濯
、
大
掃
除
を
致
し
て
、
天
下
太
平
に
世
を
治
め
て
、
万
古
末
代
続
く

神
国
の
世
に
致
す
ぞ
よ
:
∵
」
(
『
大
本
神
諭
』
よ
り
)

な
お
は
、
開
教
の
当
初
は
金
光
教
の
も
と
に
布
教
を
進
め
、
近
隣
の
人
々
に
病
気
直
し
を
通
し
て
教
え
を
説
い
た
が
、
六
年
目
に
独
立
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し
、
こ
の
時
期
に
組
織
力
に
優
れ
た
王
仁
三
郎
を
迎
え
て
発
展
し
て
い
く
。

王
仁
三
郎
は
、
も
と
上
田
喜
三
郎
と
い
い
、
京
都
府
亀
岡
市
曽
我
部
町
穴
太
の
貧
し
い
農
家
に
生
ま
れ
た
。
明
治
三
一
年
、
高
熊
山
で

一
週
間
修
行
し
て
霊
能
力
を
体
得
し
、
布
教
に
励
ん
だ
。
翌
年
出
口
な
お
と
出
会
い
、
こ
れ
に
協
力
し
て
稲
荷
講
社
所
属
の
金
明
霊
学
会

を
つ
く
り
、
や
が
て
、
な
お
の
末
子
す
み
子

(
明
治
一
六
年
(
一
八
八
三
)
̃
昭
和
二
七
年
へ
一
九
五
二
)
、
『
新
宗
教
辞
典
』

に
は
す
み
と
す
る

が
、
『
大
本
案
内
』
に
は
す
み
子
)
の
夫
と
な
っ
て
出
口
家
に
入
っ
た
。
大
正
三
年
、
皇
道
大
本
と
改
称
。
同
七
年
に
な
お
が
八
三
才
で
没
し

た
が
、
こ
の
時
に
は
王
仁
三
郎
は
す
で
に
聖
師
と
し
て
、
な
お
の
後
継
者
た
る
地
位
に
い
た
。

大
本
の
当
初
か
ら
の
主
張
は
、
世
の
立
替
え
立
直
し
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
大
本
の
社
会
的
影
響
力
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
反
国

家
的
勢
力
と
し
て
、
反
発
を
買
う
こ
と
に
な
る
。
大
正
九
年
八
月
、
大
阪
の

「
大
正
日
日
新
聞
」
を
買
収
す
る
に
及
び
、
当
局
も
無
視
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
翌
年
二
月
一
二
日
、
幹
部
が
不
敬
罪
と
新
聞
紙
法
違
反
の
容
疑
で
検
挙
さ
れ
た
。
こ
れ
が
第
一
次
大
本
事
件
で
あ
る
。

こ
れ
は
大
正
天
皇
の
崩
御
に
よ
る
大
赦
で
免
訴
と
な
っ
た
が
、
昭
和
一
〇
年
一
二
月
、
再
度
弾
圧
を
加
え
ら
れ
、
こ
の
時
は
神
殿
を
は
じ

め
施
設
も
破
壊
さ
れ
、
大
本
の
抹
殺
が
は
か
ら
れ
た
と
い
う
。

昭
和
二
一
年
、
大
本
は
愛
書
苑
の
名
で
再
建
さ
れ
た
。
同
二
三
年
王
仁
三
郎
が
浸
し
、
二
代
教
主
す
み
子
が
後
を
つ
ぎ
、
同
二
七
年
三

月
三
一
日
す
み
子
が
な
く
な
り
、
四
月
一
日

「
大
本
」

と
改
称
し
、
出
口
直
日
が
三
代
教
主
と
な
っ
て
い
る
。

二
、
教

義

大
本
の
教
え
の
根
本
は
、
開
祖
出
口
な
お
が
神
が
か
っ
て
得
た
お
筆
先
で
あ
り
、
こ
れ
は
神
約
を
明
示
し
世
の
法
則
を
定
め
た
.
も
の
と

さ
れ
る
が
、
世
の
立
替
え
立
直
し
に
よ
る
、
理
想
世
界
「
み
ろ
く
の
世
」

の
到
来
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
体
系
化
し
た
の
が
王
仁

三
郎
で
あ
る
。

「
大
本
教
旨
」

に
、
「
神
は
万
物
不
変
の
霊
に
し
て
、
人
は
天
地
経
絡
の
主
体
な
り
。
神
大
合
一
し
て
こ
こ
に
無
限
の
神
徳
を
発
揮
す
」
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と
い
う
。
人
の
生
死
は
神
に
あ
り
、
神
と
一
体
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
践
の
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に

「
霊
主
体
従
」

と
い

い
、
霊
界
が
主
、
現
界
は
従
と
説
く
。
現
世
の
欲
に
と
ら
わ
れ
な
い
生
き
方
が
神
の
心
に
か
な
う
と
す
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
次
の
「
大

本
三
大
学
則
」

が
、
大
本
の
教
義
の
要
項
と
い
わ
れ
る
。

一
、
天
地
の
真
象
を
観
察
し
て
真
相
の
体
を
思
考
す
べ
し

二
、
万
有
の
遷
化
の
喜
差
な
き
を
視
て
真
神
の
力
を
思
考
す
べ
し

三
、
活
物
の
心
性
を
覚
悟
し
て
真
神
の
霊
魂
を
思
考
す
べ
し

さ
ら
に
他
の
宗
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
そ
も
そ
も
「
大
本
」

と
は
、
「
世
の
大
本
」

と
い
う
意
味
で
、

「
宇
宙
一
切
の
大
本
」
「
道
の
大
本
」
を
意
味
す
る
。
宇
宙
の
本
源
で
あ
る
真
の
神
に
つ
い
て
明
確
な
観
念
を
持
つ
こ
と
で
あ
り
、
真
の
神

と
そ
の
働
き
に
つ
い
て
教
わ
り
、
真
の
神
を
拝
む
と
こ
ろ
に
大
本
の
信
仰
が
あ
る

(
『
大
本
案
内
』
よ
り
)
。
し
た
が
っ
て
、
一
神
即
多
神
、

多
神
即
一
神
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
エ
ホ
バ
と
呼
び
、
ア
ラ
ー
と
呼
び
、
そ
の
時
代
そ
の
民
族
に
応
じ
て
種
々
の
神
々
が
現
れ
る
が
、

す
べ
て
同
一
の
神
に
集
約
で
き
る
と
い
う
。
そ
の
神
こ
そ
大
本
で
崇
め
る
神
で
あ
り
、
大
本
は
他
の
神
、
他
の
教
え
に
反
す
る
も
の
で
は

な
く
、
統
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
諸
宗
教
は
真
の
神
の
救
い
の
意
志
が
様
々
な
形
と
し
て
現
れ
た
も
の
と
す
る
。

教
典

㈹
『
大
本
神
諭
』

出
口
な
お
の
お
筆
先
を
、
王
仁
三
郎
が
整
序
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

㈲
『
霊
界
物
語
』

出
口
王
仁
三
郎
口
述
、
全
八
三
巻
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
真
の
神
が
教
祖
二
人
に
神
が
か
り
し
て
、
神
の
心
、
意
志
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。

神
に
つ
い
て

大
本
で
言
う
真
の
神
は
、
大
本
皇
大
御
神
と
称
す
。
こ
の
真
の
神
が
、
人
類
を
危
難
か
ら
救
う
た
め
に
、
特
別
に
神
が
か
り
し
た
の
が
、

開
祖
で
あ
り
聖
師
で
あ
る
。
開
祖
な
お
の
お
筆
先
を
通
じ
て
神
意
を
表
わ
し
た
神
は
、
当
初
、
金
光
教
の
影
響
を
受
け
、
良
の
金
神
と
呼
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ば
れ
て
い
た
が
、
の
ち
こ
れ
は
す
な
わ
ち
国
常
立
尊
の
こ
と
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
に
対
し
て
聖
師
王
仁
三
郎
に
つ
い
た
神
は
坤

の
金
神
(
豊
科
淳
尊
)

と
さ
れ
、
開
祖
が
男
神
、
聖
師
が
女
神
。
こ
の
陰
陽
の
二
神
を
も
っ
て
世
界
創
造
が
な
さ
れ
た
と
い
う
。
い
ず
れ

も
、
真
の
神
の
意
志
の
現
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
な
お
は
神
意
に
よ
っ
て
、
霊
は
男
性
で
あ
り
な
が
ら
肉
体
は
女
性
と
し
て
現
れ
た

も
の
で
、
こ
れ
を
変
性
男
子
と
い
い
、
逆
に
王
仁
三
郎
を
変
性
女
子
と
い
う
。

ま
た
、
祭
る
御
神
体
は
教
主
の
真
筆
で
あ
る
。

三
、
祭

神

大
本
皇
大
御
神四

、
組
織
・
機
構
並
び
に
そ
の
機
能

法
人
の
組
織

大
本
の
代
表
者
は
教
主
と
呼
ば
れ
、
開
祖
出
口
な
お
以
来
、
血
統
女
子
が
継
承
し
、
現
在
は
な
お
の
孫
に
当
た
る
直
日
が
三
代
目
教
主

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
教
主
の
夫
、
出
口
日
出
麿
は
教
主
補
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
れ
と
は
別
に
宗
教
法
人
と
し
て
、
三
年
任
期
で
代
表
役
員
・
本
部
長
が
定
め
ら
れ
、
以
下
、
責
任
役
員
、
総
代
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

宗
教
活
動
と
い
う
よ
り
法
人
の
維
持
・
運
営
の
面
で
の
組
織
と
い
え
よ
う
。

宗
教
活
動
面
で
の
組
織

大
本
で
は
、
教
祖
と
呼
ば
れ
る
人
は
二
人
い
る
。
先
に
も
述
べ
た
が
も
う
一
度
整
理
し
て
お
く
。

A
・
開
祖
=
出
口
な
お
=
立
替
え
立
直
し
の
神
意
を
唱
え
開
教
し
た
。

B
・
聖
師
=
出
口
王
仁
三
郎
=
な
お
の
末
子
す
み
子
(
二
代
目
教
主
)

と
結
婚
。
大
本
の
教
義
・
組
織
を
整
え
た
。
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以
後
は
血
縁
女
子
が
教
主
と
な
り
、
現
在
、
教
主
の
夫
が
教
主
補
と
な
っ
て
い
る
。

大
本
で
は
、
教
師
は
専
門
職
で
は
な
く
、
職
業
を
そ
れ
ぞ
れ
別
に
持
っ
た
信
徒
で
、
修
行
を
積
ん
だ
も
の
が
「
宣
伝
使
」
(
布
教
者
)
と

な
っ
て
、
無
料
奉
仕
の
形
で
布
教
活
動
に
当
た
っ
て
い
る
。

※

宣
伝
使
と
な
る
た
め
の
条
件
乃
至
方
法
に
つ
い
て
、
ま
た
宣
伝
使
の
義
務
あ
る
い
は
職
務
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
聞
い
て
い
な

ヽ
」

○

中
央
本
部
と
地
方
組
織

本
部
は
、
二
箇
所
、
亀
岡
市
天
恩
郷
(
亀
山
城
址
)
と
綾
部
市
梅
松
苑
に
あ
り
、
大
本
の
二
大
聖
地
と
さ
れ
て
お
り
、
亀
岡
は
神
教
宣

布
、
修
行
の
場
で
あ
り
、
綾
部
は
祭
配
の
中
心
霊
場
で
祭
式
の
場
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
東
京
本
部
が
、
昭
和
四
三
年
七
月
に
開
設
さ

れ
て
い
る

(
台
東
区
池
之
端
二
-
一
̃
四
四
)
。

ま
た
地
方
機
関
と
し
て
は
、
教
会
、
布
教
所
が
あ
る
。
昭
和
六
〇
年
版
『
宗
教
年
鑑
』
に
よ
る
と
、
教
会
数
七
九
二
(
内
宗
教
法
人
四

一
)
、
布
教
所
数
三
九
三
の
、
合
計
一
、
一
八
五
と
な
っ
て
い
る
。

尚
、
蛇
足
な
が
ら
、
同
年
鑑
に
よ
る
と
、
信
者
数
一
七
万
四
八
〇
人
、
教
師
数
八
、
三
二
二
人
(
男
四
、
七
五
〇
、
女
三
、
五
七
二
)
と
な
っ

て
い
る
。

※

因
み
に
、
日
蓮
宗
は
、
寺
院
教
会
等
五
、
二
六
四
、
教
師
七
、
七
四
三
、
信
者
二
百
二
九
万
二
、
七
〇
一
と
な
っ
て
い
る
。

五
、
未
信
徒
の
教
化
と
信
徒
の
教
育
法
=
布
教
に
つ
い
て

現
在
の
大
本
は
、
芸
術
と
諸
宗
合
同
礼
拝
に
、
も
っ
と
も
力
を
注
い
で
い
る
と
い
え
よ
う
。
開
教
以
来
、
人
類
愛
善
と
万
教
同
根
を
説

き
、
愛
書
と
信
真
に
根
ざ
し
た
宗
教
は
す
べ
て
主
神
の
経
絡
に
よ
っ
て
出
現
し
た
も
の
で
あ
る
、
す
べ
て
宗
教
の
根
元
は
同
じ
で
あ
る
、

し
た
が
っ
て
宗
教
は
互
い
の
教
え
と
祭
儀
を
尊
重
し
な
が
ら
主
神
の
み
心
に
そ
う
よ
う
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
こ
こ
に
各
宗
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教
と
の
親
和
協
力
を
諮
り
、
そ
の
実
践
と
し
て
諸
宗
合
同
礼
拝
を
す
す
め
て
い
る
。

な
お
、
布
教
に
関
し
て
堤
氏
の
談
に
よ
る
と
、
今
の
信
者
は
四
種
に
分
類
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
の
一
は
、
親
か
ら
子
へ
の
世
襲
的
信
者

で
、
大
本
の
信
者
の
六
乃
至
七
割
は
こ
れ
で
あ
る
。
二
に
は
、
外
部
出
版
物
等
(
講
談
社
発
行
の
『
生
き
が
い
の
確
信
』
な
ど
)
に
感
銘
を
受

け
て
訪
れ
る
人
も
若
干
は
あ
る
。
三
に
、
い
わ
ゆ
る
お
取
次
(
神
手
代
=
ミ
テ
ン
ロ
に
よ
る
祈
り
等
)
に
よ
っ
て
、
病
気
の
平
癒
な
ど
を
得
て

信
者
と
な
る
人
。
四
は
、
節
分
の
大
型
(
ヒ
ト
ガ
タ
)
に
よ
る
、
御
祓
い
を
通
じ
て
の
信
者
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
世
に
広
く
教
え
を

説
く
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
広
く
一
般
に
対
し
て
の
布
教
は
行
な
っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
自
体
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
大
本
の
教
え
を
ど
う
説
き
広
め
る
か
に
つ
い
て
も
、
お
筆
先
や
『
霊
界
物
語
』
に
種
々
の
警
告
等
が
出
て
い
る
が
、
宣
伝

に
よ
っ
て
入
っ
て
来
る
人
が
即
、
真
に
教
え
を
求
め
る
人
と
は
い
え
な
い
現
状
で
は
、
こ
れ
を
外
部
に
出
し
て
よ
い
か
ど
う
か
も
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
布
教
の
方
法
、
方
向
に
関
し
て
も
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
思
案
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
と
の
事

で
あ
っ
た
。

対
社
会
的
活
動

㈲
文
化
・
芸
術
関
係

王
仁
三
郎
は
、
「
芸
術
は
宗
教
の
母
で
あ
る
」
と
い
い
、
偉
大
な
る
芸
術
家
で
あ
る
造
物
主
の
心
に
触
れ
る
べ

く
、
自
ら
も
書
・
画
・
短
歌
・
陶
芸
な
ど
芸
術
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
膨
大
な
作
品
を
残
し
て
い
る
。
芸
術
は
、
修
行
の
面
で
も

大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
お
り
、
茶
の
湯
の
心
な
ど
が
修
行
の
課
程
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
四
七
年
一
〇
月
か
ら
三
年
三
カ

月
の
間
、
欧
米
六
カ
国
で
芸
術
作
品
展
を
開
催
。
こ
の
時
、
ア
メ
リ
カ
で
キ
リ
ス
ト
教
聖
公
会
(
エ
ビ
ス
コ
パ
ル
派
)
と
の
宗
教
提
携
が
始

ま
り
、
昭
和
五
二
年
以
後
礼
拝
の
交
換
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
諸
宗
合
同
礼
拝
は
、
こ
の
交
流
が
発
展
し
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

㈲
諸
宗
教
「
合
同
礼
拝
式
」

キ
リ
ス
ト
教
聖
公
会
と
の
交
流
が
発
展
し
て
昭
和
五
六
年
一
一
月
、
同
五
八
年
一
一
月
に
行
な
わ
れ
、

日
本
国
内
の
諸
宗
教
代
表
者
や
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、
シ
ー
ク
教
、
バ
ジ
ラ
ヤ
ン
仏
教
、
上
座
部
仏
教
、
ラ
マ
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
聖
ヨ
ハ
ネ
大
聖
堂
長
等
が
参
加
し
た
。
万
教
同
根
の
精
神
に
則
っ
と
っ
た
実
践
活
動
の
一
つ
で
あ
る
。
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い
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
活
動

万
教
同
根
、
人
類
愛
善
の
精
神
か
ら
、
大
本
で
は
人
類
共
通
の
言
語
で
あ
る
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
普
及
に
努
め

て
い
る
。
は
や
く
も
大
正
一
二
年
六
月
に
大
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
研
究
会
(
現
在
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
普
及
会
)

が
発
会
し
て
い
る
。

日
福
祉
活
動

芸
術
と
と
も
に
最
も
重
点
を
置
い
て
い
る
活
動
で
あ
る
。
戦
後
本
格
的
に
取
り
組
み
、
現
在
、
亀
岡
保
育
所
、
老
人
ホ
ー

ム
松
寿
苑
、
精
神
病
弱
者
更
生
施
設
み
ず
の
き
寮
、
同
指
導
施
設
か
し
の
き
寮
、
社
会
福
祉
法
人
「
信
光
会
」

な
ど
が
あ
る
。

㈲
平
和
運
動

開
祖
の
世
直
し
思
想
以
来
、
平
和
の
精
神
を
持
っ
て
お
り
、
い
ち
早
く
平
和
運
動
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
運
動
そ
の
も

の
の
政
治
的
対
立
も
あ
っ
て
、
現
在
は
さ
ほ
ど
顕
著
な
活
動
は
行
な
っ
て
い
な
い
。
平
和
の
名
の
下
、
宗
教
の
名
の
下
の
い
さ
か
い
は
避

け
よ
う
、
心
の
平
和
を
ま
ず
作
っ
て
世
の
平
和
が
で
き
る
の
だ
、
と
教
え
て
い
る
。

◎
以
上
の
よ
う
な
対
社
会
的
活
動
を
大
本
の
教
え
の
下
に
行
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
積
極
的
に
入
信
を
勧
め
る

こ
と
は
し
て
い
な
い
。
布
教
方
法
と
は
切
離
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る

(
堤
氏
談
)
。

六
、
宗
教
体
験
の
実
際
と
意
義
づ
け

㈲
修
行

信
者
も
未
信
者
も
誰
で
も
、
特
に
推
薦
も
な
く
い
つ
で
も
修
行
で
き
る
。
こ
れ
は
亀
岡
本
部
の
大
道
場
で
行
な
わ
れ
、
二
種

あ
る
。1

、
基
本
修
行

朝
夕
の
礼
拝
、
講
話
を
中
心
に
聖
地
で
生
活
す
る
事
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
五
日
間
。

2
、
第
二
修
行

教
え
の
実
践
を
重
視
し
、
礼
拝
の
仕
方
、
芸
術
等
を
学
ぶ
。
四
日
間
。

㈲
特
別
講
座

正
月
、
節
分
、
五
月
、
夏
、
秋
と
年
五
回
あ
る
。

い
各
地
の
夏
期
学
級

小
学
三
年
か
ら
中
学
三
年
を
対
象
に
、
高
校
か
ら
三
〇
歳
ま
で
の
信
者
が
指
導
す
る
。
臨
海
学
校
的
な
研
修
。

日
本
部
で
の
各
種
研
修
会
。

㈲
青
年
祭
、
少
年
祭
を
隔
年
に
行
な
う
。
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囚
宗
教
体
験
に
つ
い
て

1
、
上
記
の
各
修
行
、
研
修
等
を
通
し
て
、
教
え
が
身
に
つ
き
、
信
徒
と
し
て
の
自
覚
が
促
進
さ
れ
る
。

2
、
芸
術
を
通
し
て
の
宗
教
体
験
に
つ
い
て
、
先
述
の
「
芸
術
は
宗
教
の
母
な
り
」
の
言
葉
も
あ
る
が
、
大
本
の
草
創
期
に
は
、
お

筆
先
(
霊
的
世
界
)
か
ら
組
織
化
へ
と
進
み
、
文
化
芸
術
活
動
へ
と
指
向
さ
れ
て
い
っ
た
。
大
本
で
は
神
の
世
界
に
入
る
に
は
、
宗

教
、
芸
術
、
科
学
が
あ
り
、
宗
教
は
遠
大
で
、
芸
術
は
近
く
易
し
い
と
さ
れ
、
重
視
さ
れ
て
い
る
。

3
、
「
型
の
大
本
」

大
本
に
あ
っ
た
事
が
そ
の
ま
ま
鏡
に
写
る
よ
う
に
、
世
界
に
実
現
す
る
と
い
う
。
た
と
え
ば
第
二
次
大
本
事
件

と
第
二
次
世
界
大
戦
を
対
照
す
る
と
、
事
件
の
勃
発
が
昭
和
一
〇
年
一
二
月
八
日
で
大
戦
勃
発
が
一
六
年
一
二
月
八
日
、
大
本
の

建
造
物
破
壊
が
一
一
年
四
月
一
八
日
で
東
京
初
空
襲
が
一
七
年
四
月
一
八
日
、
大
審
院
で
無
罪
判
決
を
得
た
の
が
二
〇
年
九
月
八

日
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
話
条
約
調
印
が
二
六
年
九
月
八
日
。
こ
の
よ
う
に
、
大
本
の
歴
史
に
お
い
て
「
型
が
出
る
」
こ
と
が

立
証
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
本
が
よ
い
ひ
な
型
を
出
せ
ば
「
み
ろ
く
の
世
」
が
出
現
す
る
と
い
う
。

4
、
お
取
次
と
諸
祈
願

こ
れ
は
各
本
部
で
は
毎
日
行
な
っ
て
い
る
。
お
取
次
と
は
神
に
祈
願
を
取
り
次
ぐ
も
の
で
、
基
本
的
に
は

信
者
が
だ
れ
で
も
行
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
御
手
代
.
を
使
う
も
の
は
、
宣
伝
使
し
か
行
え
な
い
。
尚
、
た
と
え
ば
病
気
と
は

魂
の
弱
き
か
ら
か
か
る
も
の
で
、
神
の
力
を
得
て
魂
に
力
を
つ
け
、
汚
れ
を
取
り
除
け
ば
必
ず
治
癒
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
説
く
。

5
、
霊
能
力
に
関
し
て

大
本
は
、
出
口
な
お
と
い
う
優
れ
た
霊
能
者
の
お
筆
先
と
い
う
霊
的
行
為
に
よ
っ
て
発
展
し
て
き
た
。
当

初
、
霊
能
力
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
し
か
し
現
在
、
霊
能
力
は
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
。
本
来
の
神
が
宿
れ
ば
邪
神
の
よ
う
な
奇

抜
な
行
動
は
と
ら
ず
、
常
識
人
と
し
て
よ
り
よ
く
生
き
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
理
想
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
想

依
現
象
は
、
本
人
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
た
め
、
抑
え
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。
特
に
聖
地
で
は
こ
れ
が
極
端
に
出
る
た
め
、

こ
の
傾
向
の
あ
る
人
は
、
聖
地
に
入
ら
ぬ
よ
う
指
導
し
て
い
る
(
堤
氏
談
)
。

尚
、
霊
の
実
在
は
、
現
在
で
も
こ
れ
を
認
め
説
い
て
い
る
が
、
現
世
利
益
中
心
の
信
仰
は
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。
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七
、
信
徒
の
守
る
べ
き
事
項

「
大
本
の
三
大
学
則
」
に
加
え
て
、
信
仰
の
実
践
要
項
と
し
て
、
「
四
大
綱
領
」

(
天
地
の
大
道
)
と
「
四
大
主
義
」

(
処
世
の
方
針
)
を
説

き
、
こ
れ
を
生
活
の
指
針
と
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

八
、
管
理
運
営
法
と
財
政
に
つ
い
て

こ
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
教
団
の
近
代
的
運
営
と
い
う
観
点
か
ら
、
ぜ
ひ
と
も
調
査
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
回
は
取
材
の
機
会

を
得
な
か
っ
た
。

九
、
入
信
し
て
良
か
っ
た
占
∵
悪
か
っ
た
点

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
直
接
信
者
に
取
材
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
今
後
に
期
し
た
い
。

一
〇
、
既
成
仏
教
と
の
相
違
点
、
魅
力

前
項
と
、
こ
の
項
に
つ
い
て
は
、
信
者
に
直
接
取
材
す
べ
き
で
、
い
ま
そ
の
機
会
を
得
な
い
た
め
記
す
べ
き
も
の
が
な
い
が
、
私
自
身

大
本
を
取
材
し
て
の
印
象
を
述
べ
て
み
た
い
。

草
創
期
に
お
け
る
大
本
が
、
出
口
な
お
の
霊
能
力
を
教
義
の
根
幹
と
し
、
布
教
の
上
で
の
強
力
な
武
器
と
し
て
発
展
し
、
ま
た
王
仁
三

郎
ら
が
弾
圧
の
中
に
生
き
抜
き
大
本
の
精
神
を
貫
い
て
き
た
と
い
う
、
い
わ
ば
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
教
団
の
姿
を
先
入
観
念
と
し
て
持
っ

て
い
た
た
め
か
、
あ
え
て
俗
世
間
的
言
い
方
を
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
油
抜
き
し
た
ス
テ
ー
キ
の
ご
と
き
物
足
り
な
さ
を
感
じ
た
と
い
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
も
と
亀
山
城
址
に
建
設
さ
れ
た
大
本
の
聖
地
は
、
は
じ
め
て
足
を
踏
み
い
れ
た
私
た
ち
を
快
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
。
門
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か
ら
一
歩
入
っ
た
と
だ
ん
、
ま
さ
し
く
別
天
地
が
眼
前
に
広
が
っ
た
感
が
し
た
。
草
木
の
一
つ
ひ
と
つ
ま
で
も
が
、
優
し
く
私
に
語
り
か

け
て
く
れ
る
よ
う
な
気
さ
え
し
、
喜
び
に
あ
ふ
れ
た
あ
の
情
景
が
い
ま
も
っ
て
脳
裏
に
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
こ
の
聖
地
は
、

宗
教
活
動
の
本
拠
地
と
い
う
よ
り
も
、
こ
の
世
の
楽
園
を
意
識
し
た
人
工
造
物
の
最
た
る
感
を
私
に
持
た
し
め
、
か
つ
て
こ
の
教
団
に
対

す
る
私
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
ど
こ
か
異
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
が
、
病
気
直
し
を
通
し
て
布
教
し
て
い
た
時
代
を
遥
か
過
去
の
も
の

と
し
、
新
た
な
る
時
代
に
入
っ
て
き
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
霊
能
力
が
必
要
で
な
い
と
す
る
言
葉
の
陰
に
、
宗
教
本
来
の
泥
臭
さ
、
血
生

臭
さ
と
で
も
い
う
よ
う
な
も
の
を
抑
制
し
、
さ
ら
に
は
排
除
し
よ
う
と
す
る
意
志
を
感
じ
て
し
ま
う
。
そ
れ
故
に
ま
た
、
布
教
の
方
針
、

方
策
を
模
索
し
て
い
る
大
本
の
姿
を
実
感
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
は
、
た
だ
大
本
の
抱
え
る
問
題
と
し
て
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
教
団
に
と
っ
て
も
重
大
な

問
題
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
教
団
の
よ
っ
て
立
つ
根
本
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
理
念
の
み
に
走
る
こ
と
な
く
、
開
祖
、
宗
祖
の
生
き
る

姿
の
中
に
、
そ
の
理
想
と
す
る
世
界
を
見
つ
め
直
す
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

さ
ら
に
、
こ
れ
は
単
な
る
推
測
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
霊
能
力
を
否
定
す
る
と
い
う
こ
と
の
背
景
に
は
、
霊
能
者
は
分
派
に

走
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
一
因
と
し
て
あ
る
よ
う
に
思
う
。
大
本
も
、
後
に
記
す
よ
う
に
多
く
の
分
派
を
生
じ
て
お
り
、
こ
れ

ら
は
霊
能
を
布
教
の
武
器
と
し
て
い
る
他
の
教
団
に
つ
い
て
も
同
様
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

一
一
、
他
宗
教
と
の
関
係

出
口
な
お
は
当
初
、
金
光
教
の
傘
下
に
布
教
し
て
い
る
。
ま
た
出
口
王
仁
三
郎
は
、
静
岡
の
稲
荷
講
社
の
長
沢
雄
楯
か
ら
習
合
神
道
説

と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
行
法
を
習
得
し
、
後
さ
ら
に
京
都
の
建
勲
神
社
主
典
、
御
岳
教
西
部
教
庁
主
事
等
を
遍
歴
し
て
い
る
。

次
に
、
大
本
か
ら
分
派
し
た
教
団
を
記
す
。
(
『
新
宗
教
の
世
界
』
よ
り
)

A
、
神
道
天
行
届

大
正
八
年
友
清
天
行
が
創
立
。
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B
、
心
霊
科
学
研
究
会

大
正
一
〇
年
浅
野
和
三
郎
。

C
、
菊
花
会

B
の
流
れ
を
く
ん
で
小
田
秀
人
。

D
、
松
緑
神
道
大
和
山

教
祖
田
沢
清
四
郎
(
大
和
松
風
)
は
、
大
本
を
訪
れ
影
響
を
う
け
た
。

E
、
明
道
会

明
治
三
年
岸
一
大
に
よ
り
独
立
、
同
九
年
惟
神
会
と
改
称
。

F
、
生
長
の
家

谷
口
雅
春
(
正
治
)
は
王
仁
三
郎
の
『
霊
界
物
語
』
の
筆
録
者
の
一
人
で
、
第
一
次
事
件
後
大
本
を
離
れ
、
昭
和
五
年

雑
誌
「
生
長
の
家
」
を
出
版
し
て
い
る
。

G
、
世
界
救
世
教

東
京
大
森
の
分
院
長
だ
っ
た
岡
田
茂
吉
は
昭
和
九
年
大
日
本
観
音
会
を
設
立
、
戦
後
改
称
す
る
。

H
、
三
五
教
(
あ
な
な
い
ぎ
ょ
う
)

昭
和
二
四
年
中
野
与
之
助
。

I
、
皇
道
治
教
神
祇
棚
胆
道
(
こ
う
ど
う
ち
き
ょ
う
し
ん
ぎ
お
ん
よ
う
ど
う
)

昭
和
二
二
年
世
樹
由
太
郎
。

了
、
太
陽
会

深
町
霊
場
(
も
と
、
青
年
隊
隊
長
)
。

K
、
ひ
か
り
教
会

昭
和
二
二
年
設
立
。
大
本
の
機
関
誌
等
の
編
集
を
し
て
い
た
岡
本
天
明
は
入
神
状
態
に
な
っ
て
自
動
書
記
現
象
が

起
こ
り
、
①
(
日
月
地
=
ひ
つ
ぐ
)
神
示
が
現
れ
た
。

し
、
⑪
(
マ
コ
ト
)

の
家

川
端
善
雄
。
ひ
か
り
教
会
の
流
れ
を
く
む
。

一
二
、
大
本
に
関
す
る
参
考
文
献
・
資
料

参
考
文
献

宗
教
カ
タ
ロ
グ
』
青
山
央
編
著
、
白
馬
出
版
。
『
新
宗
教
辞
典
』
松
野
純
孝
編
、
東
京
堂
出
版
。
『
新
宗
教
の
世
界
』
Ⅳ

出

口
栄
二
他
著
、
大
蔵
出
版
。
『
新
宗
教
研
究
調
査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
井
上
順
孝
他
共
著
、
雄
山
閥
。

※

中
で
も
『
新
宗
教
辞
典
』
は
教
義
・
資
料
に
つ
い
て
詳
し
い
。

資
料

『
大
本
案
内
』
大
本
本
部
教
務
局
神
教
宣
伝
部
発
行
(
大
本
の
発
祥
か
ら
現
代
ま
で
の
説
明
、
教
義
の
概
略
、
略
譜
、
修
行
日
程
、
地
方
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機
関
、
発
行
図
書
目
録
等
を
掲
載
)
。
『
お
は
も
と
』
(
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
)
。
『
大
本
・
日
本
伝
統
芸
術
学
苑
』
。
『
大
本
海
外
作
品
展
』
。
『
平

和
と
一
致
㌔

『
生
き
が
い
の
確
信
』
出
口
日
出
麿
著
、
講
談
社
発
行
。

機
関
紙
誌

(
『
新
宗
教
辞
典
』
参
照
)
「
愛
書
苑
」
月
刊
、
一
回
に
一
万
五
千
部
。
「
大
本
ニ
ュ
ー
ス
」
不
定
期
、
一
万
五
千
部
。
「
お
は
も

と
」
月
刊
、
一
万
一
千
三
百
部
。
「
木
の
花
」
月
刊
、
一
千
五
百
部
。
「
楽
天
書
道
」
月
刊
、
一
千
三
百
部
。
「
ま
つ
ご
こ
ろ
」

月
刊
、
二
千
百
部
。
「
吉
の
ヨ
a
〔
i
O
宣
○
○
ヨ
〇
㌔
O
」
年
二
回
、
二
千
部
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
。
「
之
O
く
る
t
<
O
j
O
」
月
刊
、
一
千

部
。
「
少
年
部
だ
よ
り
」
年
四
回
、
六
千
部
。

一
三
、
今
後
の
課
題
-
結
び
に
か
え
て
-

大
本
の
歴
史
と
現
状
に
つ
い
て
一
通
り
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
、
教
え
の
内
容
を
ど
の
様
に
説
明
し
ど
う
広
め
て
行
く
か
、
あ
る

い
は
分
派
の
問
題
や
霊
能
力
等
、
現
在
の
大
本
が
抱
え
て
い
る
問
題
は
、
本
宗
に
お
い
て
も
他
山
の
石
と
す
べ
き
点
も
多
く
、
今
後
も
っ

と
掘
り
下
げ
て
研
究
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
全
国
的
な
レ
ベ
ル
で
の
信
者
に
対
す
る
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
は
、
機
関
紙
や
会
誌
の
数

多
く
き
め
細
か
な
発
行
を
み
る
に
、
学
ぶ
べ
き
も
の
を
感
ず
る
。
た
だ
、
教
化
す
る
側
だ
け
で
は
な
く
、
教
化
さ
れ
る
側
、
す
な
わ
ち
信

徒
の
立
場
に
た
っ
た
調
査
の
機
会
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
心
残
り
で
あ
る
。
大
本
と
本
宗
と
の
対
比
(
相
違
点
、
比
較
対
照
し
て
み
る

べ
き
点
等
)

と
併
せ
て
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
と
り
あ
え
ず
小
橋
を
終
え
た
い
。
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